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職業病態学は、重篤な職業病であるがんや線維化などの不可逆性病変を伴うあるいは不

可逆性病変へ進行する疾患を扱う。具体的には、職場に存在する有機・無機粉じん、工業用

ナノ材料などの吸入性化学物質により引き起こされる多岐にわたる肺炎症・線維化疾患、な

らびに化学的、物理的あるいは生物的要因による職業がんなどの発生機序や病態生理を培

養細胞試験、動物実験などを介して解明し、不可逆性病変の早期発見とともに労働者への有

害物質の曝露影響を未然に防ぐ方策を提言する領域である。「特別論文指導」では、様々な

職業がんや職業性肺疾患の特徴および詳細な病態生理の習得を行い、不可逆性病変の機序

解明の実践的能力を習得する。さらに、職業がんならびに職業性肺疾患に関する論文を集約

し、研究テーマを見出し、有害性要因と病態との関連等に対して自ら仮説を立てて、仮説の

解明に必要な分子生物学的アプローチを含めた解析手法の習得をめざす。また、自らの研究

テーマに対する、具体的な研究計画や評価手法について議論し、研究デザインの構築を図る。

最終的に自らの研究課題の設定、研究倫理、文献調査、研究方法と得られた結果に対する統

計学的検討、既知の事象を踏まえた考察から結論を導くまで課程などを総合的に討論し、独

力で科学的に推敲し解決できる能力を養う。この科目を通して、職場や作業に起因するがん

や呼吸器疾患の予防、低減に向けて自ら課題を見出し、科学的に解決する能力を付与する。 


